
さすがプロだね。声の出し方を変えることで，

作品に出てくる情景や登場人物の心情などの伝

わり方も変わるんだ。私も朗読するときに，声

の調子や大きさを変えることで場面の様子や登

場人物の心情を相手に伝えたいな。
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場面の展開や登場人物の言動などに注意して朗読を工夫し，内容の理解を深
めることができるようにする。

※ 出題の趣旨を踏まえ単元化して指導する例（大問２）授業アイデア例

ねらい

第
一
次
（
二
時
間
）

〈主な学習活動〉 ■ 教材
「遠い山脈」

（杉 みき子）１ 「蜘蛛の糸」の朗読ＣＤを聞
き，プロの読み手の工夫やその
効果を確認する。

２ 「遠い山脈」を通読し，場面
の展開や内容を大まかにとらえ
る。

朗読の際には，声の強弱，
高低，緩急，間の取り方など
に気を付けるということを学
習してきていますよね。
プロの朗読を聞いて，どの

ように読んでいるか，なぜそ
のように工夫して
いるのかワークシ
ートに気付いたこ
とや考えたことな
どについて書きま
しょう。

単元を貫く
言語活動

３ 朗読したい場面を一つ選び，表
現の特徴や登場人物の心情，行動
などをとらえて，どのように朗読
するのかを考える。
・ その際，朗読の工夫（○）と
その理由（▼）
を付箋紙に記
入し，教科書
の該当箇所
に貼る。

■ 朗読ＣＤは，必ずしも全編を聞かせる必要はない。小学校での朗読の学
習を想起させ朗読の仕方の工夫に気付かせることが大切である。

■ 本単元の学習の流れは，他の文学的な文章でも活用できる。

４ 二人一組で，選んだ場面の朗読
を聞き合い，朗読の仕方の工夫と
その理由を交流する。

５ 各場面から選ばれた代表者で全
編を朗読し，気付いたことを述べ
合う。

第
二
次
（
三
時
間
）

第
三
次
（
二
時
間
）

プ
ロ
の
朗
読
を
参
考
に
「
遠
い
山
脈
」
の
一
場
面
を
工
夫
し
て
朗
読
す
る

「気持ちを込めて読む」で
は，どのように音声で表現す
るのか分かりませんね。○に
は，声の強弱や高低，間の取
り方など声の出し方を具体的
に考えてみましょう。

▼には，そのように読む
理由を，本文に書かれてい
る内容を基に説明するよう
にしましょう。

老人の言葉は，どこか
遠くを見つめ，自分自身
に話すように工夫しまし
た。そのことで，少年に
しっかりと受け継がせた
いという思いを込められ
ました。
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目的や意図に応じ，日常生活にかかわることなどについて，構成を考えて的
確に書く能力を身に付けさせるとともに，進んで文章を書いて考えをまとめよ
うとする態度を育てる。

※ 言語活動を通して指導事項を指導していくことが重要である。
言語活動が充実するよう以下に単元指導計画例を示す。（大問５）

授業アイデア例

ねらい

第
一
次
（
一
時
間
）

〈主な発問〉 【具体例】

１ これから，自分について伝える
「『私』の説明文」を書いていこ
う。

２ まず，説明のための材料を集め
よう。普段の生活を振り返ってみ
て，自分の特徴が分かる事柄や，
紹介したいと思う事柄を，思い付
くままに書き出してみよう。
■ 右図を参考に，付箋紙にまと
めてみましょう。

３ 材料が集まったら，それらを分
類するなどして整理してみよう。
整理したら，説明文で使う材料

を絞り込んでいこう。
４ 選び出した材料を基にして，文
章にどんな図表を組み合わせたら
分かりやすい説明文になるかを考
えよう。

５ 文章の構成を考えてみよう。全
体的なことを述べる段落，一つ一
つの材料について詳しく述べる段
落など，段落の役割を意識して，
どんな段落をどんな順番で並べて
書くかを考えよう。

６ 構成を考えたら，図表と文章を
下書きしてみよう。

７ できあがった下書きをグループ内で読み合い，図
表や文章の書き方について，どんなところがよいか，
どうしたらもっと分かりやすくなるかなどを伝え合
おう。（付箋紙を効果的に使おう。）

８ 見直しを終えたら清書しよう。

９ 完成したら，クラス内で読み合って，感想を交流
しよう。（文集にまとめてもよい。）

第
二
次
（
四
時
間
）

第
三
次
（
二
時
間
）

単元を貫く
言語活動

自

分

に

つ

い

て
伝

え

る

「
私
」
の

説

明

文

を

書

こ

う


